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第1章 委託業務実施状況 

 

1.1.低炭素地域づくりに関する市民・事業者アンケート調査 

 

1.1.1.市民アンケート 

 

(1)調査の概要 

 

①調査日時 

平成 22 年 8 月 18 日～8 月 31 日 

 

②アンケート送付数・サンプル数 

   ・送付数 1,500 

   ・回収数  701（回収率 46.7％） 

     うち有効回答数 701（無効 0） 

 

③調査方法 

郵送配布、郵送回収 

 

＊本報告書中の記号について 

・（ＭＡ）と表記のある設問は、複数回答（Multi Answer）による結果をあらわす。 

・ｎは回答者数（number）をあらわす。 

・アンケート結果の数値は小数点第 2 位を四捨五入しており、合計が 100％になら

ない場合がある。 
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(2)調査結果 

 

１）性別 

回答者の性別は、「男性」が 45.2％、「女性」が 54.2％となっている。 
F1：性別（ＳＡ）

男性 45.2%

女性 54.2%

不明 0.6%

n=701

 

 

２）年齢 

回答者の年齢は、「70 歳代」が 23.4％と最も多く、次いで「60 歳代」が 20.1％、

「50 歳代」が 18.0％、「40 歳代」が 15.3％、「30 歳代」が 12.1％の順となっ

ている。 F2：年齢（ＳＡ）

10歳代 2.0%

20歳代 8.7%

30歳代 12.1%

40歳代 15.3%

50歳代 18.0%

60歳代 20.1%

70歳代 23.4%

不明 0.4%

n=701

 

３）保有する運転免許 

回答者の運転免許保有状況は、「自動車運転免許を保有」が 77.2％、「自動

車運転免許も二輪運転免許も保有していない」が 16.7％などとなっている。 F3：保有する運転免許（ＳＡ）

自動車運転免

許を保有
77.2%

二輪運転免許

のみ保有（原
付を含む）

2.9%

自動車運転免

許も二輪運転
免許も保有し

ていない
16.7%

不明 3.3%

n=701
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４）実施事業の認知度 

市の計画や事業に対する認知度については、「家中川小水力市民発電所」が

最も高く、「内容等を良く知っている」、「内容等をある程度知っている」を合

わせると 59.0%になる。次いで、「小水力発電のまち「エコハウス」」(41.4%)、

「都留市ソーラーのまちづくり」(13.7%)などとなっている。 

1.0 3.1

16.3 71.9 7.7

0.9 3.3

15.5 71.9 8.4

0.7
5.1 18.3 68.2 7.7

0.6
7.4 20.0 63.6 8.4

1.6
8.6 25.5 56.2 8.1

2.4
11.3 25.7 52.5 8.1

19.5 39.5 21.8 14.0 5.1

11.0 30.4 31.0 20.8 6.8

1.9

8.4 25.0 54.1 10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バイオマスタウン構想

小水力発電のまちの「エコハウス」

家中川小水力市民発電所

都留市ソーラーのまちづくり

地球温暖化対策実行計画

環境基本計画

グリーンアクションパートナー

新エネルギービジョン

エコバラタウンつる

Q1：実施事業の認知度（ＳＡ）

内容等を
よく知っている

内容等をある
程度知っている

聞いた（見た）こと
はあるが内容は
知らない

知らない 不明

n=701

 

 

５）つるエコ帳への参加意向 

インターネット上の環境家計簿「つるエコ帳」への参加意向については、「内

容によっては参加してもよい」が 37.5%で最も多くなったものの、続いて「よ

くわからない」が 33.1%、「あまり参加したいとは思わない」が 22.1%となり、

「ぜひ参加したい」、「すでに参加している」はそれぞれ、5.0%、0.9%に留ま

った。 
Q2：つるエコ帳への参加意向（ＳＡ）

よくわからな
い 33.1%

あまり参加し

たいとは思わ
ない 22.1%

内容によって

は参加しても
よい 37.5%

すでに参加し

ている 0.9% ぜひ参加した

い 5.0%

n=701
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６）日常生活での取り組み 

日頃の生活の中で取り組んでいる環境配慮活動としては、「買い物袋を持参

し、レジ袋や包装を断る」が最も多く、「行っている」、「ときどき行っている」

を合わせると、92.6%にのぼった。次いで、「冷暖房機器は不必要なつけっぱ

なしをしないよう気をつけている」(88.9%)、「古紙、牛乳パック、ペットボト

ル、空き缶などはリサイクルへ回す」(88.5%)などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.5 11.3 35.7 5.7 12.6 4.3

33.4 26.2 12.6 7.0

2.9

18.0

38.7 30.5 12.7 10.3
4.0

3.9

40.7 29.0 8.3 6.06.7 9.4

42.4 22.5 7.4
2.6 3.3

21.8

43.2 34.5 12.8
2.9 3.1

3.4

51.2 30.0 7.34.9
3.7

3.0

55.8 10.3 10.7 9.7 5.68.0

60.3 17.4 7.0
3.3

7.8 4.1

61.2 27.5 5.8
1.9 0.6

3.0

61.8 13.4 15.1
1.7
5.1 2.9

63.1 22.0 7.0
2.3 2.3

3.4

73.6 5.4 9.7
3.3
4.4 3.6

75.7 12.8 5.4
2.1

2.1
1.7

78.2 10.7
3.1

1.3

1.4
5.3

80.0 12.6

2.3

1.3

1.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物袋を持参し、レジ袋や包装を断る

冷暖房機器は不必要なつけっぱなしをしない

古紙､牛乳パック､ペットボトル､空き缶などはリサイクル
へ

冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置

シャワーはお湯を流しっぱなしにしない

家電製品は省エネ効果の高い製品を選ぶ

テレビはこまめに消す

洗い物時、給湯の温度設定を低く

電気ポットを長時間使用しない時はプラグを抜く

故障したときは修理して長く使う

冷蔵庫に詰め込みすぎない

エコドライブを心がける

暖房20度　冷房28度を目安に設定

間隔を置かずにお風呂に入る

近所であれば、できるだけ徒歩や自転車で移動する

照明は白熱電球から電球型蛍光ランプに切り替え

Q3：日常生活での取り組み（ＳＡ）

行っている ときどき
行っている

今後行うつもり 行うつもり
はない

わからない 不明

n=701
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７）設備・機器の家庭への導入状況 

省エネルギー機器等の導入状況については、「省エネ型冷蔵庫」(18.3%)、「省

エネ型エアコン」(17.5%)、「ヒートポンプ給湯器」(14.7%)などの順で「実施

済み」との回答が多くなった。「省エネ型冷蔵庫」と「省エネ型エアコン」に

ついては、「今後実施の予定」とした回答者の割合も、それぞれ 21.8%、14.4%

と他の機器に比較して高くなった。 

3.1

5.3 42.7 35.7 13.3

18.3 21.8 35.4 15.7 8.8

17.5 14.4 36.4 22.8 8.8

14.0 4.4 35.2 37.5 8.8

14.7 6.4 40.8 29.5 8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ヒートポンプ給湯器

（エコキュートなど）

太陽熱温水器

省エネ型エアコン

省エネ型冷蔵庫

太陽光発電

Q4：設備・機器の家庭への導入状況（ＳＡ）

実施済み 今後実施の予定 興味はあるが
当面予定はない

検討して
いない

不明

n=701

 

 

８）エコカーに関する意向 

エコカーに関する意向としては、「関心はあるが購入予定はない」との回答

が多くを占めた(71.0%)。「すでに所有している」、「今後購入予定」はそれぞれ

8.7%、8.3%となった。 

 
Q5：エコカーに関する意向（ＳＡ）

あまり関心が
ない 7.6%

その他 0.9%

不明 3.5%

関心はあるが
購入予定はな

い 71.0%

すでに所有し
ている 8.7%

今後購入予定
8.3%

n=541
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９）車種 

8)でエコカーを「所有している」または「今後購入予定」とした回答者にそ

の車種を聞いたところ、「ハイブリッド車」が最も多く 51.1%、次いで「その

他の低燃費車」が 41.3％となった。 
Q6：車種（ＳＡ）

その他 1.1%

よくわからな
い 1.1%

不明 1.1%

その他の低燃
費車 41.3%

ハイブリッド

車 51.1%

電気自動車
4.3%n=92

 

 

１０）温暖化を防止し、環境への負荷の尐ない社会のために必要な取り組み

（ＭＡ） 

温暖化を防止し、環境への負荷の尐ない社会のために必要な取り組みとして

は、「廃棄物の減量やリサイクルの推進」が最も多く、62.9%の回答者が選択

した。次いで「家庭や事業所での省エネルギーの推進」(39.7%)、「環境にやさ

しい商品の購入など一人一人の自主的な取り組み」(36.4%)などとなっている。 

7.6

1.7

11.3

23.3

23.3

31.8

34.0

36.4

39.7

62.9

0% 20% 40% 60% 80%

廃棄物の減量やリサイクルの推進

家庭や事業所での省エネルギーの推進

環境にやさしい商品の購入など一人一人の
自主的な取り組み

身近な緑化や森づくり

家庭や事業所での太陽光等を利用した
自然エネルギーの普及

公共交通機関の利用促進

こどもへの環境教育の充実

市民、事業者への環境情報、
環境学習機会の提供

その他

不明

Q7：温暖化を防止し、環境への負荷の尐ない社会のために
必要な取り組み（ＳＡ）

n=701
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１１）外出の目的 

回答者が普段、最も多く外出する目的は、「通勤」が 41.5％と最も多く、次

いで「買物（ショッピングセンター・商店など）」が 35.0％、「通院（病院・

診療所・医院）」が 12.3％となっている。 
Q8：外出の目的（ＳＡ）

不明 1.3%

その他 6.6%

買物（ショッ

ピングセン
ター・商店な

ど） 35.0%

通院（病院・

診療所・医
院） 12.3%

通勤 41.5%

通学 3.4%

n=701

 

 

１２）外出先 

11)で回答した目的で出かける外出先は、「市内」が 71.8％、「市外」が 23.7％

となっている。 
Q9：外出先（ＳＡ）

不明 4.6%

市内 71.8%

市外 23.7%

n=701
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１３）利用することが多い交通手段（ＭＡ） 

11)、12)で回答した目的地（場所）へ行く時に、回答者が利用することが多

い交通手段としては、「自動車（自分で運転）」が 66.3％と最も多く、次いで

「自動車（家族が運転）」が 19.5％、「徒歩」が 14.0％となっている。 

0.6

0.0

2.0

2.7

4.1

7.1

9.3

14.0

19.5

66.3

0% 20% 40% 60% 80%

自動車（自分で運転）

自動車（家族が運転）

徒歩

鉄道

自転車

路線バス

バイク

タクシー

その他

不明

Q10：利用することが多い交通手段（ＭＡ）

n=701
 

 

１４）車での移動距離（km） 

13)で利用する交通手段を「自動車（自分で運転・家族が運転）」と回答した

人の、車での移動距離は、「5km 以上 6km 未満」が 11.5％と最も多く、次い

で「10km 以上 15km 未満」が 10.7％、「3km 以上 4km 未満」が 9.4％となっ

ている。 

 

　　　9.4

　　　4.5

　　　4.3

　　　0.4

　　　7.2

　　　8.4

　　　10.7

　　　0.8

　　　2.9

　　　3.5

　　　5.1

　　　11.5

　　　8.0

　　　9.4

　　　8.2

　　　4.9

　　　0.8

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

1km未満

1km以上2km未満

2km以上3km未満

3km以上4km未満

4km以上5km未満

5km以上6km未満

6km以上7km未満

7km以上8km未満

8km以上9km未満

9km以上10km未満

10km以上15km未満

15km以上20km未満

20km以上25km未満

25km以上30km未満

30km以上50km未満

50km以上

不明

Q11:車での移動距離（km）

n=488
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１５）車での所要時間（分） 

13)で利用する交通手段を「自動車（自分で運転・家族が運転）」と回答した

人の、車での所要時間は、「10 分以上 15 分未満」が 25.0％と最も多く、次い

で「20 分以上 30 分未満」が 15.8％、「5 分以上 10 分未満」が 13.5％となっ

ている。 

6.4

7.4

2.0

5.3

8.0

15.8

12.5

25.0

13.5

4.1

0% 5% 10% 15% 20% 25%

5分未満

5分以上10分未満

10分以上15分未満

15分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上40分未満

40分以上50分未満

50分以上1時間未満

1時間以上

不明

Q12:車での所要時間（分）

n=488
 

 

１６）目的地へ行く回数 

回答者が 11)、12)で回答した目的地へ行く回数は、「ほぼ毎日」が 41.9％と

最も多く、次いで「週に３～４回」が 23.4％、「週に 1～2 回」が 18.5％とな

っている。 
Q13：目的地へ行く回数（ＳＡ）

その他 0.7%

月に１回程度
6.3%

月に２～３回
7.6%

週に１～２回

18.5%

ほぼ毎日
41.9%

週に３～４回

23.4%

不明 1.6%

n=701
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１７）家を出る時間帯と帰宅する時間帯 

回答者が 11)、12)で回答した目的地へ外出する時に家を出る時間帯は、「9：

00～11：59」が 25.5％と最も多く、次いで「8：00～8：59」が 18.7％、「12：

00～16：59」が 14.0％となっている。 

一方、帰宅時間帯は、「12：00～16：59」が 28.1％と最も多く、次いで「9：

00～11：59」が 12.3％、「18：00～18：29」が 11.8％となっている。 

 　　7.1
4.6

 　　6.7
0.1

 　　8.3
0.6

 　　5.3
0.3

 　　11.8
0.7

 　　8.4
2.6

 　　8.0
3.1

 　　28.1
14.0

 　　12.3
25.5

 　　0.7
18.7

 　　1.3
12.8

 　　0.6
11.3

 　　1.4
5.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

0:00 ～ 6:59

7:00 ～ 7:29

7:30 ～ 7:59

8:00 ～ 8:59

9:00 ～ 11:59

12:00 ～ 16:59

17:00 ～ 17:29

17:30 ～ 17:59

18:00 ～ 18:29

18:30 ～ 18:59

19:00 ～ 19:59

20:00 ～ 23:59

不明

Q14：家を出る時間帯と帰宅する時間帯（ＳＡ）

n=701

 

 

家を出る時間帯 

帰宅する時間帯 
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１８）都留市内の路線バスを利用したことがあるか 

回答者の都留市内の路線バス利用状況は、「利用したことがある」が 18.0％

に対し、「利用したことはない」が 78.2％と大半を占めている。 Q15：都留市内の路線バスを利用したことがあるか（ＳＡ）

不明 3.9%
利用したこと

がある 18.0%

利用したこと
はない 78.2%

n=701

 

この結果を居住地域別に見ると、都留市内の路線バスを利用したことがある

と回答した方は、「宝」が 43.9％と最も多く、次いで「盛里」が 38.7％、「三

吉」が 19.0％となっている。 

38.7 58.1

3.2

12.7 84.2

3.2

43.9 54.4

1.8

16.0 80.4

3.7

19.0 77.8

3.2

11.3 81.1 7.5

14.5 80.6 4.8

13.5 78.4 8.1

12.7 84.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上谷 (n=71)

中谷 (n=37)

下谷 (n=62)

開地 (n=53)

三吉 (n=63)

東桂 (n=163)

宝 (n=57)

禾生 (n=158)

盛里 (n=31)

Ｆ６：居住地域 × Ｑ15：都留市内の路線バスを利用したこと
があるか

利用したことがある 利用したことはない 不明
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１９）路線バスの利用目的（ＭＡ） 

18)で「利用したことがある」と回答した人の利用目的は、「通院（病院・診

療所・医院）」が 47.6％と最も多く、次いで「買い物」が 38.9％、「通勤・仕

事等」が 16.7％となっている。 

0.8

4.0

6.3

7.1

10.3

10.3

11.1

11.9

12.7

16.7

38.9

47.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通院（病院・診療所・医院）

買い物

通勤・仕事等

友人・知人・家族との面会

金融機関・郵便局・役所の用事

通学

生涯学習・習い事・趣味

レジャー （公営温泉施設）

その他

外食（飲食店）

スポーツ（運動場・公園・体育施設）

不明

Q16：路線バスの利用目的（ＭＡ）

n=126

 

 

２０）路線バスの利用頻度 

18)で「利用したことがある」と回答した人の利用頻度は、「年に２～３回」

が 26.2％と最も多く、次いで「その他」が 22.2％、「月に２回程度」が 14.3％

となっている。 Q17：路線バスの利用頻度（ＳＡ）

年に２～３回

程度 26.2%

不明 4.0%

月に１回程度
12.7%

月に２回程度
14.3%

週に１～２回
程度 12.7%

ほぼ毎日 2.4%

週に３～４回

程度 5.6%

その他 22.2%

n=126
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２１）充実してほしい公共交通サービス 

回答者が充実して欲しいと考える公共交通サービスは、「コミュニティバス

（コミュニティタクシー）」が 36.8％と最も多く、次いで「デマンドバス」が

17.4％となっている。 
Q18：充実してほしい公共交通サービス（ＳＡ）

その他 2.3%

なし 20.5%

スクールバス

2.6%

福祉バス
11.3%

コミュニティ

バス（コミュ
ニティタク

シー） 36.8%

デマンドバス
17.4%

不明 9.1%

n=701

 

 

２２）コミュニティバス等の立ち寄り希望施設（ＭＡ） 

回答者がコミュニティバス等の立ち寄りを希望する施設は、「市立病院」が

63.8％と最も多く、次いで「ショッピングセンター」が 29.8％、「戸沢の森・

和みの里・芭蕉月待ちの湯」が 23.4％、「いきいきプラザ都留」が 21.5％の順

となっている。 

11.3

4.7

1.6

1.7

1.7

2.0

2.3

2.3

3.4

3.9

5.6

9.1

10.0

15.3

17.3

18.8

21.5

23.4

29.8

63.8

0% 20% 40% 60% 80%

市立病院 

ショッピングセンター

戸沢の森・和みの里・芭蕉月待ちの湯

生き生きプラザつる

都留文科大学前駅

医院・診療所

都留市駅

東桂駅

YLO会館

赤坂駅

禾生駅

田野倉駅

谷村町駅

都留文科大学

十日市場駅

谷村工業高校

桂高校

宝の山ふれあいの里

その他

不明

Q19：コミュニティバス等の立ち寄り希望施設（ＭＡ）

n=701
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２３）前問の場所に立寄るコミュニティバス等を利用するか 

22)で回答した場所に立ち寄るコミュニティバスが導入された場合利用する

かと言う設問に対し、「ほとんど利用しないと思う」という回答が 34.4％と最

も多く寄せられた。一方、「是非利用したい」との回答は 9.3％にとどまって

いるが、「運行条件によっては利用する」との回答が 26.4％あった。 Q20：Q19の場所に立寄るコミュニティバス等を利用するか

（ＳＡ）

不明 3.7%

ほとんど利用
しないと思う

34.4%

運行されてみ

ないとわから
ない 26.2%

是非利用した
い 9.3%

運行条件に
よっては利用

する 26.4%

n=701

 

 

この結果を年齢別に見ると、利用可能性（「是非利用したい」＋「運行条件

によっては利用する」）は、「70 歳代」が 49.4％と最も高く、次いで「60 歳代」

が 41.1％、「50 歳代」が 33.4％となり、年齢階層が上がるにつれて高くなっ

ている。 

20.1 29.3 23.2 19.5 7.9

8.5 32.6 29.8 24.8 4.3

5.6 27.8 24.6 38.9
3.2

6.5 22.4 26.2 43.9

0.9

2.4

20.0 25.9 50.6

1.2

1.6

18.0 34.4 45.9

14.3 14.3 14.3 50.0 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代 (n=14)

20歳代 (n=61)

30歳代 (n=85)

40歳代 (n=107)

50歳代 (n=126)

60歳代 (n=141)

70歳代 (n=164)

Ｆ２：年齢 × Ｑ20：Ｑ19の場所に立寄るコミュニティバス等を利用する
か

是非利用
したい

運行条件に
よっては
利用する

運行されて
みないと
わからない

ほとんど
利用しない
と思う

不明
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居住地域別に見ると、利用可能性（「是非利用したい」＋「運行条件によっ

ては利用する」）は、「宝」が 49.1％と最も高く、次いで「禾生」が 42.4％、

「盛里」が 38.7％、「上谷」が 38.1％となっている。 

3.2

35.5 29.0 25.8 6.5

10.8 31.6 25.3 29.7

2.5

15.8 33.3 22.8 26.3

1.8

8.6 23.9 25.2 39.9

2.5

6.3 19.0 30.2 41.3

3.2

3.8

17.0 30.2 41.5 7.5

11.3 22.6 24.2 38.7

3.2

2.7
29.7 29.7 27.0 10.8

12.7 25.4 25.4 32.4 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上谷 (n=71)

中谷 (n=37)

下谷 (n=62)

開地 (n=53)

三吉 (n=63)

東桂 (n=163)

宝 (n=57)

禾生 (n=158)

盛里 (n=31)

Ｆ６：居住地域 × Ｑ20：Ｑ19の場所に立寄るコミュニティバス等を利用
するか

是非利用
したい

運行条件に
よっては
利用する

運行されて
みないと
わからない

ほとんど
利用しない
と思う

不明
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２４）コミュニティバス等が運行する場合の運行条件 

コミュニティバス等が運行する場合の運行条件について尋ねたところ、重要

度の高い項目（「重要である」＋「どちらかというと重要である」）として、

①「運行時間帯」が 82.5％、②「運行経路」が 79.3％、③「一日の運行本数」

が 77.0％となっている。 

一方、重要度が低い項目（「重要でない」＋「どちらかというと重要でない」）

としては、①「他路線との接続状況」が 13.6％、②「電車との接続状況」が

12.2％、③「目的地までの到着時間の正確性」が 10.6％となっている。 

26.7 25.8 20.3 8.3 5.3 13.6

23.3 34.3 19.8 9.4

1.2

12.0

35.9 25.3 15.0 7.4

4.8

11.5

57.1 17.3 10.4

3.2 0.7

11.3

42.6 32.0 8.5

3.2 0.7

12.9

48.2 28.8 9.4

2.1 0.5

11.1

56.0 23.3 6.7

2.1 0.7

11.3

55.5 27.0 4.6

1.20.5

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行時間帯

運行経路

一日の運行本数

バス停までの距離

運賃

電車との接続状況

目的地までの到着時間の正確性

他路線との接続状況

Q21：コミュニティバス等が運行する場合の運行条件【重要度】（ＳＡ）

重要である どちらかと
いうと
重要である

どちらとも
いえない

どちらかと
いうと
重要でない

重要でない 不明

n=434

 

 

２５）コミュニティバス等の利用目的 

コミュニティバス等が運行された場合に利用する可能性がある人の利用目

的は、「通院（病院・診療所・医院）」が最も多く、75.8％、次いで「買い物」

が 62.0％、「金融機関・郵便局・役所の用事」が 35.9％となっている。 

3.5

1.8

4.1

6.0

8.8

9.0

11.1

15.4

23.3

35.9

62.0

75.8

0% 20% 40% 60% 80%

通院（病院・診療所・医院）

買い物

金融機関・郵便局・役所の用事

レジャー （公営温泉施設）

生涯学習・習い事・趣味

通勤・仕事等

外食（飲食店）

友人・知人・家族との面会

スポーツ（運動場・公園・体育施設）

通学

その他

不明

Q22：コミュニティバス等の利用目的（ＳＡ）

n=434
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２６）コミュニティバス等をどの程度利用するか 

コミュニティバス等が運行された場合の利用頻度は、「週に１～２回程度」

が最も多く 34.1％、次いで「月に２回程度」が 17.7％、「週に３～４回程度」

が 14.7％となっている。 Q23：コミュニティバス等をどの程度利用するか（ＳＡ）

年に２～３回

程度 6.5%

不明 4.1%

月に１回程度
12.9%

月に２回程度
17.7%

週に１～２回

程度 34.1%

ほぼ毎日 6.2%

週に３～４回
程度 14.7%

その他 3.7%

n=434

 

この結果を居住地域別に見ると、コミュニティバス等が運行された場合の潜

在的需用（「ほぼ毎日」＋「週に３～４回程度」＋「週に１～２回程度」）は、

「三吉」が 68.6％と最も多く、次いで「宝」が 65.9％、「上谷」が 57.9％、「禾

生」が 56.0％、「開地」が 55.5％となっている。 

9.5 23.8 14.3 38.1 9.5 4.8

8.7 34.8 21.7 17.4 8.7 8.7

2.8

16.7 30.6 22.2 22.2 2.8 2.8

5.3 17.0 30.9 17.0 9.6 7.4 5.3 7.4

11.1 11.1 33.3 11.1 22.2 7.4 3.7

8.4 14.0 33.6 19.6 11.2 5.6

1.9

5.6

6.7 15.6 35.6 17.8 11.1 6.7

2.2

4.4

9.8 14.6 41.5 19.5 4.94.9

2.4

2.4

5.7 20.0 42.9 11.4 5.7 8.6 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

三吉 (n=35)

宝 (n=41)

上谷 (n=45)

禾生 (n=107)

開地 (n=27)

東桂 (n=94)

下谷 (n=36)

中谷 (n=23)

盛里 (n=21)

Ｆ６：居住地域 × Ｑ23：コミュニティバス等の利用頻度

ほぼ毎日 週に３～
４回程度

週に１～
２回程度

月に２回
程度

月に１回
程度

年に２～
３回程度

その他 不明
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２７）収支について 

どの程度の収支であれば、コミュニティバス等を導入してよいと思うか尋ね

たところ、「公共交通サービスの向上のためには、収支が半分程度であれば、

導入すべき」が最も多く 39.4％となっている。「公共交通サービスの向上のた

めには、積極的に導入すべき」（28.2％）とあわせると、67.6％の人がコミュ

ニティバス等について導入すべきと考えており、その必要性が感じられる。 

 
Q24：収支について（ＳＡ）

不明 7.4%

収支が黒字で

ないと、導入
すべきでな

い。 25.0%

公共交通サー

ビスの向上の
ためには、積

極的に導入す
べき 28.2%

公共交通サー
ビスの向上の

ためには、収
支が半分程度

であれば、導
入すべき

39.4%n=701
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２８）交通部門の二酸化炭素排出量削減のために必要なこと 

交通部門の二酸化炭素排出量削減のために今後必要な取り組みとして、「そ

う思う」「どちらかといえばそう思う」をあわせた割合は、「バス・鉄道など

の公共交通機関を充実し、公共交通機関の利用を推進する」が最も多く 69.4％、

次いで「エコカー減税などによりエコカーへの転換を支援する」が 68.7％と

なっている。 

一方、「そうは思わない」「どちらかといえばそう思わない」をあわせた割合

は、「自転車道の整備などにより、自転車利用を推進する」が 26.0％と最も高

く、次いで「カーシェアリングなどを推進し、余分な自動車移動を削減する」

が 21.3％となっている。 

28.1 26.5 10.8

9.0

10.0 15.5

37.7 31.0

6.8

4.4

6.8

13.3

19.0 34.5 12.6 8.79.6 15.7

23.3 30.2 14.7 11.3

5.4

15.1

35.7 33.7

6.8

5.8

6.0

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関の充実と利用促進

自転車道の整備などによる自転車利用促進

カーシェアリングの推進による自動車移動の削減

エコカー減税などによりエコカーへの転換を支援

移動距離の尐ないコンパクトなまちづくり

Q25：交通部門の二酸化炭素排出量削減のために必要なこと（ＳＡ）

そう思う どちらかと
いえば
そう思う

どちらかと
いえば
そう思わない

そうは
思わない

わからない 不明

n=701
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